














よび様々な形態のデータ公開サービスの開発を推進し，規模としては，ICSU が提唱する”System of data systems”











身近にグリッドデータの利用が可能になる．また ADS では JAXA と共同で地球観測衛星データ（AMSR2)を利用
した，南北極域の海氷密接度，海面水温及び積雪状況を研究者だけではなく，一般の方々に広く紹介することを








タデータの連携を行うインターフェースとして OAI-PMH2 と GI-CAT の実装を行った．ADS では，GEO-Poral と
の連携研究を開始すると共に，WMO の GCW との連携を開始した．今後，様々なデータ機関との連携を推進しメ
タデータの国際的な流通を促進する予定である．また ADS では日本で唯一の DOI 発行機関である JaLC を通して
データへの DOI 付与を行いサービスを始めている．これは，データ提供者のデータ登録へのインセンティブ確保
につながると考えられる． 
今後 ADS では GRENE 北極プロジェクトだけではなく，データ提供者へのメリットを確保すると共に，様々な
北極域研究のデータの収集・公開を行い，研究者さらには一般の方々に見える北極情報を提供していく予定であ
る． 
